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中
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に
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影
さ
れ
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映
画
「
夏
美
の
ホ
タ
ル
」
が
公
開
さ
れ
ま
す



有
村
架
純
さ
ん
主
演

　

映
画
「
夏
美
の
ホ
タ
ル
」

～
６
月
11
日
公
開
～

大
多
喜
町
が
モ
チ
ー
フ
の
小
説
が

映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。

撮
影
は
、
昨
夏
大
多
喜
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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大
多
喜
町
を
モ
デ
ル
に
し
た

小
説
が
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。

原
作
の
小
説﹃
夏
美
の
ホ
タ
ル
』

は
、
作
者
の
森
沢
明
夫
さ
ん
が

筒
森
地
区
の
か
ど
屋
商
店
（
作

中
た
け
屋
︶
で
実
際
に
体
験
し

た
こ
と
を
基
に
執
筆
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
説
の
映
画
化
が
決
ま
り
、

２
０
１
５
年
夏
に
は
そ
う
そ
う

た
る
役
者
の
方
々
が
大
多
喜
町

は
じ
め
千
葉
県
内
を
中
心
に

撮
影
。
現
在
か
ど
屋
商
店
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
お
り
て
い
ま
す

が
、
撮
影
期
間
中
は
ロ
ケ
の
中

心
地
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

　

た
け
屋
商
店
の
親
子
の
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
た
２
人
は
、
地

域
の
人
気
者
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
吉
行
和
子
さ
ん
演
じ
る
ヤ

ス
ば
あ
さ
ん
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
方
は
、
非
常
に
面
倒
見
が

良
く
、
優
し
く
慈
し
み

深
い
人
。
光
石
研
さ
ん

演
じ
る
恵
三
さ
ん
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
方
は
社

交
的
で
、
誰
と
で
も
打

ち
解
け
仲
良
く
な
れ
る

人
。

　

映
画
に
は
、
大
多
喜
町
の
素

晴
ら
し
い
人
の
温
か
さ
と
豊
か

な
自
然
が
ま
る
ご
と
入
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
方
々
の
大
き
な

協
力
も
あ
り
、
見
慣
れ
た
風
景

や
人
が
多
く
あ
る
、
大
多
喜
町

の
絆
を
繋
ぐ
映
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
で
、
小
説
で
、

ぜ
ひ
「
夏
美
の
ホ
タ
ル
」
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

監
　
督

・
廣
木
隆
一
さ
ん

出
演
者

・
有
村
架
純
さ
ん

・
工
藤
阿
須
加
さ
ん

・
小
林　

薫
さ
ん

・
光
石　

研
さ
ん

・
吉
行
和
子
さ
ん　
　

ほ
か
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Interview

工 藤 阿須加 さん
×

大多喜町

　

工
藤
阿
須
加
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が

来
た
」
で
の
好
演
も
光
り
、
現

在
人
気
急
上
昇
中
の
俳
優
さ
ん

で
す
。

　

撮
影
の
合
間
を
縫
っ
て
、
映

画
に
つ
い
て
の
感
想
、
ま
た
、

大
多
喜
町
に
つ
い
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

―
―
映
画
の
撮
影
は
ど
う
で
し

た
か
。

工
藤
さ
ん
：
天
候
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
外
で
の
撮
影
も

多
か
っ
た
で
す
が
、
初
め
て
廣

木
監
督
と
ご
一
緒
し
て
、
と
て

も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

み
っ
ち
り
鍛
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
廣
木
監
督
の

お
か
げ
で
映
画
を
好
き
に
な
り

ま
し
た
し
、
も
っ
と
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
映
画
で
は
僕

が
演
じ
た
慎
吾
も
成
長
し
ま
す

が
、
慎
吾
と
一
緒
に
僕
自
身
も

成
長
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
し

た
。

―
―
最
も
印
象
に
残
っ
た
シ
ー

ン
は
。

工
藤
さ
ん
：
ブ
ラ
ン
コ
の
シ
ー

ン
で
す
。
僕
が
一
番
大
切
に
し

た
か
っ
た
シ
ー
ン
で
も
あ
り
ま

す
。

―
―
大
多
喜
町
に
つ
い
て
ど
ん

な
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
。

工
藤
さ
ん
：
初
め
て
来
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
…

　

僕
は
千
葉
県
内
の
高
校
に

通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
学
校

の
周
り
に
は
豊
か
な
田
園
風
景

が
広
が
っ
て
い
た
の
で
、
懐
か

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
撮
影
に
挑

ん
で
い
ま
し
た
。

―
―
大
多
喜
町
で
立
ち
寄
っ
た

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

工
藤
さ
ん
：
バ
イ
パ
ス
沿
い
の

居
酒
屋
に
監
督
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
た
ち
と
行
き
ま
し
た
。

　

旅
館
や
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ

や
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ど
、
道
も
結

構
覚
え
ま
し
た
よ
。

―
―
工
藤
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

映画ストーリー

　写真家になる将来の夢
と、恋人の慎吾との関係
に悩んでいた夏美は父の
形見のバイクで思い出の
森へ向かう。そこで小さ
な商店を営んでいる、通
称 地蔵さんとヤスばあさ
ん親子に出会い、居候す
ることに。地蔵さんの友
人、雲月の不遜な態度を
腹立たしく思いながらも、
あとを追ってやってきた
慎吾も加わり、“たけ屋”
での穏やかな生活を楽し
んでいた。しかし、ある日、
地蔵さんが別れた家族と
の間に埋められない溝を
抱え、長い間苦しんでい
ることを知る。



地
域
支
え
愛
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
、始
め
ま
す
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町
で
は
、
今
年
度
か
ら
介
護
予

防
事
業
と
し
て
「
地
域
支
え
愛
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
が
介
護
予
防
活
動
を
通
し
て
地

域
貢
献
す
る
こ
と
を
奨
励
お
よ
び

支
援
す
る
こ
と
、
ま
た
社
会
参
加

活
動
を
通
し
た
介
護
予
防
を
推
進

し
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
生
活

す
る
地
域
社
会
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
登
録
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
町
で
指
定
し
た
介
護
予
防
活

動
を
行
っ
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
、
そ
れ
を
希
望
に
よ
り

１
年
に
１
回
換
金
で
き
る
制
度
で

す
。
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サポーターの登録を希望する場合
登録説明会に参加していただきます。説明会では、制度の詳細をご説明させていただきます。
今年の開催日は以下のとおりです。参加をご希望の方は担当までお申し込みください。

平成28年 登録説明会開催日程
◆日にち　7月28日（木）・9月29日（木）・11月24日（木）
◆時　間　10時からおおむね1時間程度
◆場　所　役場中庁舎　保健センター

何かご不明なことがありましたら以下までご連絡ください。

○担当　健康福祉課　☎82－2168（内線264・267）

この制度の対象となる活動

《サポーター》
　大多喜町の住民（年齢を問わな
い）で、大多喜町地域支え愛サポ
ーター制度の登録説明会に参加し、
活動登録をした方

《サポートを受ける方》
　大多喜町の住民で 65 歳以上の方

　町内の施設などに出向いて、レクリエー
ションの実施や施設内の簡単なお手伝い
など

✿《施設などで行う介護支援活動》
　介護保険施設やデイサービスなどの介護
サービス事業所に出向いて行う活動

✿《地域での介護予防支援活動》
　地域で集会を開催して行う介護予防活動
や、町や社会福祉協議会などが行う介護予
防教室などでのお手伝いなど

　例えば、各地区において介護予防教室を
開催することや、町や社協の介護予防教室に
おいて参加者の転倒予防のための見守り活動
やレクリエーションの実施など

✿《在宅高齢者の介護支援活動》
　地域で生活している高齢者が自宅で
住み続けられるための活動

　高齢者の単独世帯や高齢者のみの世
帯のご自宅に出向き、お話の傾聴や簡単
な援助などの見守り活動など

対象者



千葉県歯・口の健康啓発標語募集 税金は納期内に納めましょう
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　口中の疾患の予防と早期発見・早期治療を行い、
高齢期において健康で快適な生活が送れるよう支
援するために歯周病検診を実施しています。
《対象者》
　大多喜町に住所があり、平成28年度中に41、
51、61、71歳となる方。
　ただし、歯を治療中の方や歯が１本もない方は
対象となりません。
※平成28年度とは、平成28年4月1日から平成29年

3月31日をいいます。

《自己負担金》
　平成28年度に41、51、61歳の方は500円です。
71歳の方は無料で受診できます。

《実施期間》
　6月１日から11月30日までの6か月間

《申込み・受診方法》
　健康福祉課に申込みし、「歯周病検診票」をお受
け取りの上、以下の実施医療機関に予約をして検
診を受けてください。

歯周病検診を受けましょう

　千葉県や千葉県歯科医師会等が主催
で、80歳で20本の歯を保つことを目標と
した、歯の健康づくり「8020（ハチマル・
ニイマル）運動」普及のための標語を募集
します。

＜内　容＞
　むし歯や歯周病の予防に関するもの
＜応募対象者＞
　町内に在住、在勤、在学している方
＜締め切り＞　6月3日（金）
＜応募・問合せ＞
　健康福祉課 保健予防係 ☎82-2168

　６月は、町・県民税の納付月です。６月30日（木）
期限内の納付をお願いします。
　納税は便利な口座振替をご利用ください。申込
手続は、ご希望の町内金融機関、郵便局の窓口で
行うことができます。納付書により納付される方
は、役場、金融機関、郵便局、コンビニエンスス
トアでの納税をお願いします。

※納税が困難な方は、開庁日の午前８時30分から
午後５時までにご相談ください。

○問合せ　税務住民課　収納対策係
　　　　　☎82-2122

大
多
喜
町

おおたき歯科医院

い
　
す
　
み
　
市

杏春堂歯科医院
さとう歯科医院 片倉歯科夷隅診療所
若菜歯科医院 いすみ医療センター（歯科）

勝
　
浦
　
市

磯野歯科医院 鈴木歯科医院
サワヰ歯科医院 最首デンタルクリニック
高梨歯科医院 ジツカタ歯科医院
なかやち歯科医院 白井歯科医院
福永歯科医院 草壁歯科クリニック
鈴木歯科医院 最首歯科医院

御
　
宿
　
町

岩瀬歯科医院 よしの歯科クリニック
吉野歯科医院 小守歯科
横山歯科医院 吉田歯科医院

熱田歯科クリニック
関歯科医院

《実施医療機関》　夷隅郡市歯科医師会に加入している下記の医療機関となります。

【申込み・問合せ】　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線263～265）



大多喜町教育委員の異動について

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
期
限
は

６
月
30
日
で
す
！
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　教育委員会委員長に宮本清氏が選任されまし
た。また平成28年度の委員構成は、次のとおり
となります。

委 員 長　　　　　　宮　本　　　清
委員長職務代理者　　加曽利　幸　雄
教育委員　　　　　　中　村　康　之
教育委員　　　　　　宇　野　輝　夫
教 育 長　　　　　　石　井　信　代

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把
握

し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計
同

一
関
係
な
ど
︶
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け
る
に
は

現
況
届
が
必
要
で
す
。提
出
が
な
い
場
合
に
は
、

６
月
以
降
の
手
当
て
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
提
出
に
必
要
な
も
の

①　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
（
認
印
が

必
要
と
な
り
ま
す
︶

②　

受
給
者（
申
請
者
︶の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し

③　

別
居
監
護
申
立
書
お
よ
び
児
童
の
属
す
る

世
帯
全
員
分
の
住
民
票

　
（
注
︶対
象
と
な
る
児
童
と
住
所
が
異
な
る
場

　
　
　

合

④　

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
前
年
分
︶

　
（
注
︶今
年
の
1
月
1
日
以
降
に
大
多
喜
町
へ

　
　
　

転
入
さ
れ
た
場
合

問
合
せ

　

子
育
て
支
援
課　

電
話 

82
―
２
１
５
２

体力 ・運動能力調査参加者募集
体力年齢をはかりませんか？

☆日　　時：６月５日（日）
　　　　　　受付 ９時から10時まで（12時終了予定）

☆場　　所：大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　　　大多喜町大多喜486-12

☆対　　象：20歳から79歳までの健康な男女

☆参 加 費：無　料

☆持 ち 物：室内履きシューズ、タオル、飲み物、運動のできる服装

☆内　　容：新体力テスト（年齢別体力測定）
【20歳～64歳】　握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び、20ｍシャ
　　　　　　　 トルラン

【65歳～79歳】　ＡＤＬ（日常生活活動テスト）、握力、上体起こし、長座体前屈、
　　　　　　　 開眼片足立ち、10ｍ障害物歩行、６分間歩行
☆注意事項：更衣室はありますが、シャワーの使用はできません。
　　　　　　スリッパでの参加はできません。

※年齢別種目測定を行い、現在の体力年
齢がどのくらいか判定します。

※事前申し込みは不要です。
当日大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センターまで
お越しください。

問合せ
大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センター
大多喜町大多喜 486-12
　☎ 82-2462



　町では、町民が主体となり、町の地域資源の活用または定住や交流人口の増加を図る
ことを目的とした公益性のあるまちづくり提言事業の募集を本年 4 月に行ったところ、
5 つの団体から提案がありました。
　提案のありました事業について各団体の関係者を交え審査を行った結果、補助対象と
する団体が決定しましたので審査の結果をお知らせします。

団　体　名 事　業　の　概　要

筒森区

　一昨年から実施している高塚山のもみじの植栽から、景勝
地として多くの人が利用できるように環境整備及び維持管理
する事業です。
　今後、大多喜町の昔話にある十市姫のものとされる古墳跡
などの地域資源の活用、地域住民の繋がりから交流人口の増
加がさらに望まれることから採択としました。

下大多喜レンゲ祭り

実行委員会

　昨年から引き続き、都市部と農村部の交流の場を提供する
だけでなく、地域の団体や地域住民の協力を得て計画されて
いる地域が主導となった事業です。
　保育園児や小学生の体験学習の一環としてレンゲの種まき
を行うなど、祭り当日には地元特産品の販売を通してＰＲ活
動を行い、地域の活性化が見込まれることから採択としまし
た。

田代地区を活性化する会

　田代地区で開催されている河津桜の桜まつりの会場の整備
及び大多喜町の民話にも登場する田代滝を景勝地として整備
する事業です。
　今後、地域のＰＲと既存観光資源の向上と環境整備から交
流人口の増加が期待されることから採択としました。

楽しいふるさと創る会

　旧老川小学校を中心に町内施設で音楽祭や縁日祭を実施
し、今回は芸術祭も実施し、さらに文化を通して地域の活性
化を図る事業です。
　老若男女問わず、町内外からの多くの交流が見込まれ、交
流人口の増加や遊休施設等の有効活用が期待されることから
採択としました。

広報 おおたき No.573平成28年5月24日 （8）

平成28年度まちづくり提言事業２次審査の結果について

【採択団体】� （提案書受付順）

【不採択団体】　１団体（応募団体の意向により、団体名及び事業概要は公表しません。）

＊審査の内容、事業の詳細については役場企画財政課企画政策係にて閲覧することができます。

＊詳しくは、役場企画財政課企画政策係（電話 82-2112）までお問い合わせください。



６
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
で
す
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６
月
は
「
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推

進
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
動
物
を
適
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
を
飼
う
前
に
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
ず
、
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で

飼
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
で
あ
る
か

ど
う
か
、
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
飼
う
動
物
を
選
ぶ
と
き
は
、
世
話
の

方
法
や
か
か
り
や
す
い
病
気
、
そ
の

動
物
の
習
性
に
合
っ
た
飼
い
方
が
で

き
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

○
動
物
か
ら
う
つ
る
感
染
症
を
予
防
す

る
た
め
、過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控
え
、

動
物
に
さ
わ
っ
た
後
は
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
に
は
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、
災
害

時
等
に
放
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
飼
い

主
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
に
つ
い
て
は
、
首
輪
等
に
登
録
鑑

札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ
け

る
こ
と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
歩
は
犬
を
制
止
で
き
る
人
が

短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、
人
に

危
害
を
加
え
た
り
、
鳴
き
声
な
ど
で

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健
所

へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病

の
疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の

検
診
を
う
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

○
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
糞
尿

や
鳴
き
声
等
に
よ
る
被
害
を
防
止
で

き
、
ま
た
、
感
染
症
や
交
通
事
故
等

の
危
険
か
ら
猫
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
飼
っ
て
い
る
動
物
の
糞
尿
は
、
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

○
適
正
に
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
子

犬
・
子
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

不
妊
去
勢
措
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
ど
う
し

て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新

し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
所
・
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

新
し
い
飼
い
主
探
し
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

○
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨
て
た
り

す
る
と
、
最
大
１
０
０
万
円
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

○
愛
護
動
物
を
殺
傷
す
る
と
、
最
大
で

２
年
の
懲
役
ま
た
は
２
０
０
万
円
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

○
動
物
は
「
命
あ
る
も
の
」
で
す
。
人

と
動
物
と
の
共
生
に
配
慮
し
て
接
し

ま
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
及
び
同

東
葛
飾
支
所
で
は
、「
犬
の
正
し
い
飼

い
方
・
し
つ
け
方
教
室
」
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
授

業
や
地
元
の
勉
強
会
等
に
講
師
を
派
遣

し
て
、
動
物
愛
護
、
犬
・
猫
の
正
し
い

飼
い
方
、
犬
の

し
つ
け
方
及
び

動
物
由
来
感
染

症
等
に
関
す
る

講
演
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

  

問
い
合
せ
先

   

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
︶

　

℡ 

０
４
７
０
―
７
３
―
０
１
４
５

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
４
７
６
―
９
３
―
５
７
１
１

　

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
動
物
保
護

　

管
理
協
会

　

℡ 

０
４
３
―
２
１
４
―
７
８
１
４

はるちゃん

（メス・板谷）

ねねちゃん

（メス・黒原）
えべちゃん

（オス・黒原）
COCOちゃん
（メス・中野）
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○
留
意
事
項

・
各
ツ
ア
ー
の
募
集
人
数
は
30
人
で
す
。

（
要
事
前
申
込
（
1
組
4
名
ま
で
申
込

可
︶、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。（
※
「
自
然
の
恵

み
体
験
ツ
ア
ー
」
で
は
、
昼
食
代
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。「
波
の
伊
八
め
し
」２
、０
０
０
円（
お

子
様
サ
イ
ズ
１
、０
０
０
円
︶︶

○
事
前
申
込
み
に
つ
い
て

・
申
込
期
間

①「
歴
史
、
郷
土
食
体
験
ツ
ア
ー
」　

　

5
月
23
日（
月
︶か
ら
6
月
8
日（
水
︶必
着

②「
自
然
の
恵
み
体
験
ツ
ア
ー
」

　

6
月
27
日（
月
︶か
ら
7
月
13
日（
水
︶必
着

・
申
込
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
往
復
は
が
き

　
　

申
込
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
代
表
者
の
電
話
番
号
及
び
希
望

の
ツ
ア
ー
名
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
返
信
用
は
が
き
宛
名

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

往
復
は
が
き
と
同
様
の
内
容
を
明
記

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
返

信
先
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

●
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス（
パ
ソ
コ
ン
・

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
千

葉
県
Ｈ
Ｐ
を
開
き
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
を
ク
リ
ッ
ク
︶

ツアー申込先・各種問合せ先

〒298-0212　大多喜町猿稲14
千葉県夷隅地域振興事務所地域振興課　
☎82-2211　ＦＡＸ： 82-4164
ＨＰ：県民の日夷隅地域行事につい

ては［県民の日　夷隅2016］
で検索

夷隅体験の旅2016 夷隅スタンプラリー2016

　夷隅地域の歴史や郷土食、自然を“体験”で
きる２つのバスツアーを開催します。

(1)　歴史、郷土食体験ツアー

6月25日（土）
◆行程　勝浦市営駐車場集合（9:00）⇒勝浦朝市
⇒八幡岬公園⇒太巻き寿司作り体験（昼食）⇒メ
キシコ記念公園⇒甲冑・小袖・裃試着体験と大
多喜城見学⇒道の駅たけゆらの里おおたき⇒勝
浦市営駐車場解散（16:35）

(2)　自然の恵み体験ツアー

7月30日（土）
◆行程　大多喜町観光本陣集合（9:30）⇒ネイ
チャー体験⇒昼食⇒ブルーベリー収穫体験⇒
ハーブ摘み・シロップ作り体験⇒大多喜町観光
本陣（16:10）

　夷隅地域の観光スポットを巡り、チーバくんス
タンプを押しちゃおう！ご応募いただいた方の
中から抽選で素敵な景品をプレゼント。台紙はス
タンプ設置場所や夷隅地域振興事務所ＨＰなど
から入手できます。

○スタンプ設置期間

6月15日（水）から
� 8月31日（水）まで
○スタンプ設置場所
　かつうら海中公園、いすみ鉄道「国吉駅」、大多
喜城分館、月の沙漠記念館など、夷隅地域の観光
施設全16箇所

○景品の応募について
　スタンプの数に応じて、夷隅地域の特産品やチー
バくんグッズが当たる抽選にご応募いただけます。
（スタンプ２つから応募可能）

応募締切…9月12日（月）（必着）

1 2

平成28年度

県民の日夷隅地域行事
夷隅体験の旅2016、
　夷隅スタンプラリー2016



６
月
11
日（
土
）

　

大
多
喜
高
校

　

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
列
車
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

大
多
喜
高
校
で
は
、通
学
の
支
え
と
な
っ
て
い
る〝
い
す
み
鉄
道
〟を
、

様
々
な
形
で
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
も

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
部
に
よ
る
﹃
第
９
回　

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー

列
車
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
遠
方
よ
り
足
を
運
ば
れ

る
お
客
様
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
途
中
下
車
可
能
・
予
約
不
要
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

日
程　

６
月
11
日（
土
︶

　
　
　

大
多
喜（
11
：
58
発
︶→

　
　
　
　

大
原（
12
：
31
着
︶

　
　
　

大
原（
12
：
47
発
︶→

　
　
　
　

上
総
中
野（
13
：
44
着
︶

　
　
　

上
総
中
野（
14
：
07
発
︶→

　
　
　
　

大
多
喜（
14
：
27
着
︶

〇
問
合
せ　

　

千
葉
県
立
大
多
喜
高
等
学
校

　

☎
82
―
２
６
２
１

　

担
当
：
今
井

マ
イ
レ
ー
ル

　小田代にのびる煙突から上がる煙。その主はイギリス生まれのクラーク・クリスさんのものです。
背丈が大きく威厳漂う風貌から、流ちょうな日本語で芸術と大多喜町を語る優しい陶芸家さんです。
陶芸家として活躍するクラークさんは、週の約半分を小田代で過ごし、自宅に隣接されたアトリエで
制作活動にいそしみます。自ら薪を割り20時間以上かけて窯焼きを行う作品は、イギリスと日本が
融合された「和風モダン」と評され個展を開くほど人気を集めています。
　大多喜町を訪れたきっかけは奥さんの家系のルーツが大多喜町にあるから。
「東京に近いけれど、田舎の感じが残っているから大多喜町は好きなんです」
と話します。クラークさんを慕う弟子の人たちが大多喜町に訪れることもあり、
「みんな大多喜町のことを気に入っているよ」と誇らしげに語ります。大多喜
町には仲良しの人も多く地元に溶け込むクラークさん。地元の食堂で仲良く
なった方や、「大工さん、電気屋さんなどお世話になった方」も多いそうです。　
かつて大多喜町で育った娘さんも現在デザイナーとして活躍中。大多喜町は芸
術を育む土壌にあることをクラークさんは私たちに教えてくれているのかもしれません。

広報 おおたき No.573 平成28年5月24日（11）

クラーク・クリスさん ― 和風モダンを表現

111

大多喜町にこのひとあり大多喜町にこのひとあり ＃８



小学校へ補助教材本「農業とわたしたちのくらし」が贈られました

第10回「出会いの広場ｉｎおおたき」
3組のカップルが誕生しました！

　4月3日、日曜日に大多喜町立中央公民館で「いすみ鉄道観光大使の渡辺正行氏協力」による第10回婚
活パーティー「出会いの広場ｉｎおおたき」を男性10名、女性9名の参加により開催しました。
パーティーは、参加者全員による1対1の自己紹介を行った後、婚活のイベントとして「ばばちゃん工房」
の指導により、男女ペアによる「デコレーション寿司づくり」やフリータイムでは、大多喜城周辺で同
日に開催されていた「さくらまつり会場」へ散策に出掛け、桜を見ながら会話を楽しんでいる様子で
した。
婚活イベントの途中では、渡辺正行氏と若手の新人芸人さんが数名ずつ婚活会場に参加していただき、
恋愛などの真面目なアドバイスや時には持ちネタによる爆笑の渦となるなど大変リラックスした雰囲
気の開催となりました。
このイベントは、出会いのきっかけを探している独身の方へ出会いの場を提供し結婚活動を支援する
ものです。

▲渡辺正行氏をはじめ若手芸人の皆さんに
　盛り上げていただきました！

▲花﨑いすみ農業協同組合代表理事組合長から飯島
　町長と石井教育長に補助教材本が手渡されました

▲いっぱい勉強します！（西小学校５年生）

広報 おおたき No.573平成28年5月24日 （12）

　JAいすみから大多喜小学校と西小学校へ寄贈された補助教材本「農業とわたしたちのくらし」の贈
呈式が４月６日（水）に行われました。この補助教材本は、地域の子どもたちが食・環境・農業への
理解を深められる内容になっており、授業などでの活用を予定しています。



ツツジに染まる水月寺で花見会 交通マナーを守って、安全に

園児たちが春の息吹を体験

広報 おおたき No.573 平成28年5月24日（13）

　４月24日（日）、水月寺（小沢又）で、老川地区の
方々が約50名集まり花見会が行われました。高齢者の
憩いの場として10年以上前から開催されるこの会。ツ
ツジの名所として知られる境内を住職の案内で散策し
たり、役場健康福祉課が養成し地
域で介護予防の普及に尽力されて
いる「はつらつ支援ボランティア」
の皆さんによる介護予防講座の実
施、勝浦警察署の婦警さんの詐欺
被害防止の講話など充実した内容
となりました。

　4月26日（火）、みつば保育園、つぐみの森保育園の園児
たちがタケノコ掘り、田植え、牛のお世話などを行いました。
初めての体験に目を輝かせながら取り組む園児たちは、地域
の方々の手ほどきを受けて「たけのこ見つけた！」「牛さん食
いしん坊だね！」など楽しみながら多くの気づきを得ている
ようでした。

　町では、勝浦警察署と町交通安全協会の
協力により、小中学校と保育園で春の交通
安全教室を実施しています。新年度を迎え
るこの時期は、慣れない道路での通学とな
り、児童・生徒の交通事故が多発する傾向
があることから、正しい交通ルール・マナー
を身に付けてもらうことが目的です。

▲高学年児童は、自転車の安全な乗り方と
　交通ルール・マナーを学びました
� （大多喜小学校）



議
会
だ
よ
り
編
集
　
議
会
報
編
集
委
員
会

同
　
意

【
同
意
第
１
・
２
号
】

　
大
多
喜
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
５
名
の
う
ち
、
平

成
25
・
26
・
27
年
度
の
３
年
間

教
育
委
員
長
を
務
め
た
本も
と

吉よ
し

七し
ち

太た

郎ろ
う

氏
（
上
原
︶
が
３
月
31
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
後
任
と
し
て
宇う

野の

輝て
る

夫お

氏

（
森
宮
︶
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
２
期
８
年
間
教
育
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
加か

曽そ

利り

和か
ず

男お

氏
（
粟
又
︶
が
３
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
中な
か

村む
ら

康や
す

之ゆ
き

氏
（
小
田

代
︶
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。計

画
策
定

【
議
案
第
１
号
】

　
大
多
喜
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

平
成
22
年
に
過
疎
地
域
の
指

定
を
受
け
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
５
年
計
画
で
施
策
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度

で
前
期
計
画
が
終
了
す
る
た
め
、

新
た
に
平
成
28
年
度
か
ら
５
年

間
の
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
人
口
の
著
し
い

減
少
に
伴
っ
て
生
活
環
境
の
整

備
が
低
位
な
地
域
に
対
し
地
域

格
差
を
是
正
す
る
た
め
各
種
施

策
を
計
画
す
る
も
の
で
国
の
起

債
を
受
け
る
こ
と
が
で
ま
す
。

町
で
は
こ
の
起
債
を
受
け
、
定

住
化
対
策
、
少
子
化
対
策
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

条
　
例

【
議
案
第
２
号
】

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
平
性
や
制
度
の
使
い
や
す

さ
の
向
上
、
救
済
手
段
の
充
実
、

拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
行
政
不

服
審
査
法
が
改
正
さ
れ
、
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
関
係
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

【
議
案
第
３
号
】

　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

①
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
眼

科
医
の
報
酬
を
引
き
上
げ
改
正

し
ま
し
た
。

（
学
校
歯
科
医
︶

７
３
，
４
０
０
円
／
年

　
　
　

↓

７
４
，
２
０
０
円
／
年

（
学
校
眼
科
医
︶

　

７
１
，
７
０
０
円
／
年

　
　
　
　

↓

　

７
４
，
２
０
０
円
／
年

　

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

報
酬
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
︶

　

月
額
20
万
円
の
範
囲
内
で
町

長
の
定
め
る
額
。

　【
議
案
第
４
号
】

　
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
附
則
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
る
同
条
例
第
４

条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
大

多
喜
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
及
び
千
葉
県
人
事
委

員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、
町
長
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手

当
を
10
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
料
額
約
25
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
額
措
置
を
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
５
号
】

　
大
多
喜
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
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平
成
28
年
第
１
回
議
会
定
例
会
３
月
会
議

　

定
例
会
３
月
会
議
が
３
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
制
定
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
29
件
が
審
議
さ

れ
、
27
件
が
可
決
、
平
成
28
年
度
予
算
が
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
９
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
は
、紙
面
の
都
合
上
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

町
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
用
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



い
て

　

人
事
院
及
び
千
葉
県
人
事
委

員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、
行
政

職
及
び
介
護
職
給
料
表
の
引
き

上
げ
改
正
を
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
６
号
】

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
不
服
申
立
て

に
つ
い
て
、
申
立
書
類
等
の
写

し
の
交
付
等
の
手
数
料
徴
収
・

減
免
規
定
を
条
文
に
加
え
ま
し

た
。

閲
覧　

1
件
に
つ
き
２
０
０
円

写
し
の
交
付
　

交
付
１
件
に
つ
き
２
０
０
円
に

１
枚
に
つ
き
20
円
を
加
え
た
額
。

【
議
案
第
７
号
】

　
大
多
喜
町
過
疎
地
域
固
定
資

産
税
課
税
免
除
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

町
内
の
特
定
事
業
者
に
つ
い

て
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
を

規
定
し
て
い
る
本
条
例
に
お
い

て
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

が
新
た
に
５
年
間
計
画
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
失
効

期
限
を
平
成
33
年
３
月
31
日
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
８
号
】

　
大
多
喜
町
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
建
設
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

設
置
目
的
の
表
現
を
改
め
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
議
案
が
撤

回
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
第
９
号
】

　
大
多
喜
町
行
政
不
服
審
査
関

係
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

審
査
請
求
し
た
書
類
に
関
し

て
、
閲
覧
だ
け
で
な
く
写
し
の

交
付
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

閲
覧　

1
件
に
つ
き
２
０
０
円

写
し
の
交
付
　

交
付
１
件
に
つ
き
２
０
０
円
に

１
枚
に
つ
き
20
円
を
加
え
た
額
。

【
議
案
第
10
号
】

　
大
多
喜
町
介
護
予
防
・
生
活

支
援
事
業
等
利
用
者
負
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
町

で
定
め
て
い
る
負
担
金
徴
収
条

例
を
改
正
す
る
他
、
２
区
分
に

分
割
さ
れ
て
い
た
生
活
管
理
指

導
員
派
遣
事
業
を
一
本
化
す
る

た
め
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
11
号
】

　
大
多
喜
町
企
業
誘
致
及
び
雇

用
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

町
内
に
新
設
（
増
設
︶
等
を

す
る
事
業
者
に
対
し
新
設
奨
励

金
や
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付

な
ど
の
優
遇
措
置
を
定
め
て
い

る
本
条
例
が
平
成
28
年
３
月
31

日
に
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、
５

年
間
延
長
し
平
成
33
年
３
月
31

日
ま
で
と
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
12
号
】

　
大
多
喜
町
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

勝
浦
市
か
ら
給
水
さ
れ
て
い

た
川
畑
の
一
部
に
つ
い
て
今
後
、

大
多
喜
町
か
ら
給
水
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
川
畑
の
一

部
を
給
水
区
域
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
藤
と
標
記
さ
れ
て
い

た
区
域
を
横
山
に
改
正
し
ま
し

た
。

【
議
案
第
13
号
】

　
大
多
喜
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
団
行
事
や
訓
練
等
、
基

本
団
員
が
平
常
時
に
行
う
活
動

に
原
則
参
加
し
な
い
機
能
別
団

員
に
つ
い
て
報
酬
を
引
き
下
げ

ま
し
た
。

報
酬
年
額
（
一
人
︶

３
２
，
０
０
０
円

　
　
　

↓

１
１
，
０
０
０
円

【
議
案
第
28
号
】

　
大
多
喜
町
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
建
設
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

議
案
第
８
号
と
し
て
提
案
さ

れ
撤
回
さ
れ
て
い
た
議
案
で
す

が
、
表
現
を
改
め
再
度
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

が
休
止
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

将
来
の
施
設
整
備
に
係
る
財
源

の
確
保
を
図
る
た
め
基
金
を
設

置
し
ま
し
た
。
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日曜議会のお知らせ
６月会議は６月５日（日）、６日（月）午前10時からの予定です。
６月５日は、多くの方々に傍聴に来ていただけるよう、日曜日に開催します。
傍聴はどなたでもできますので、ぜひお越しください。
手続は議会事務局（中庁舎）の傍聴受付で住所、氏名、年齢を記入していただくだけです。
� ○問合わせ　議会事務局　☎82－2182
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平成27年度  補 正 予 算

【議案第14号】　　　　一般会計補正予算（第9号）
【議案第15号】　　　　鉄道経営対策事業基金特別会計補正予算（第1号）
【議案第16号】　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
【議案第17号】　　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
【議案第18号】　　　　介護保険特別会計補正予算（第4号）
【議案第19号】　　　　水道事業会計補正予算（第3号）
【議案第20号】　　　　特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第2号）　　
【議案第29号】　　　　一般会計補正予算（第10号）

＜一般会計・特別会計＞　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円　　△は減額）

会　　　計 補正額
補正後の
予算総額

主　な　内　容

一般会計（第９号） 2,255,266 7,697,834

・ふるさと基金積立事業 　　　　　1,088,760
・ふるさと納税事業　　 　　　　　　769,411
・小さな拠点事業（繰越）              7,000
・観光客誘致事業（繰越）　　　　　　 36,648

鉄道経営対策事業基
金特別会計（第１号）

△16,082 40,397
・基金積立事業　　　　　　　　 　　　　△5
・いすみ鉄道助成事業　　　　　　　△16,077

国民健康保険
特別会計（第４号）

53,038 1,622,806
・一般被保険者療養給付事業　　　　　60,000
・保険財政共同安定化事業拠出金　　 △8,551

後期高齢者医療
特別会計（第１号）

1,376 110,267 ・後期高齢者医療広域連合納付金 　　　1,376

介護保険特別会計
（第４号）

54,585 1,138,059
・居宅介護サービス給付事業　　　　　10,000
・介護予防サービス給付事業　　　　　 5,000

一般会計（第10号） 217,000 7,914,834
・ふるさと基金積立事業
（年度末増額調整）　　　 　        217,000

＜事業会計＞
水道事業 補正額 補正後の予定額 主　な　内　容

収益的
収入 △511 500,656

・水道総合対策補助金　　　　 606
・消費税還付金　　　　　 △1,546

支出 5,672 505,183 ・修繕費（漏水修繕工事）    2,606

資本的
収入 △63,000 28,318 ・企業債　　　　　　　　△63,000

支出 △63,051 159,239 ・工事請負費　　　　　　△63,126

特別養護老人ホーム事業 補正額 補正後の予定額 主　な　内　容

収益的
収入 △10,094 290,531 ・施設入所介護費収益　　 △ 9,562

支出 △71 290,992 ・賄材料費　　　　　　　 △ 1,930

平成28年度一般会計・各特別会計・
 事業会計予算

平成28年度予算の概要は、 ４月25日発行の
広報おおたき５月号にくわしく掲載されています。
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【定例会３月会議審議結果】

議員
議案

根本
吉野
一男

麻生 野村 江澤 小髙 渡辺
吉野
僖一

山田 野中 志関 結果

同意第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 同　意

同意第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 同　意

議案第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可　決

議案第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第８号 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 撤　回

議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第15号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第17号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第18号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 修正可決

議案第22号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第23号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可　決

議案第24号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第25号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第26号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第27号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第28号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

＊○は賛成　　●は反対

＊志関議長は議事進行のため、採決には加わりません。



広報 おおたき No.573平成28年5月24日 （18）

町 政 を 問 う
一 般 質 問

質問議員 質　　問　　事　　項

野
の な か

中　眞
ま

弓
ゆみ

１．高速バスの運行について

２．ふるさと納税について

３．国保税の軽減について

４．学校給食費の軽減について

野
の む ら

村　賢
けんいち

一
１．学校（中学校）統合について

２．ふるさと納税について

山
や ま だ

田　久
ひ さ こ

子

１．ふるさと納税を活用した災害対策等基金の創設について

２．大多喜町「町民の日」の制定について

３．「軽」の救急車配備について

小
こ だ か

髙　芳
よしかず

一
１．平成28年度予算編成について

２．災害時の危機管理について

渡
わたなべ

辺　泰
やすのぶ

宣

１．高速バスについて

２．町内の古道・滝等の整備について

３．小さな拠点事業について

麻
あ そ う

生　勇
いさむ

１．ふるさと納税を活用した人口増対策について

吉
よ し の

野　一
か ず お

男

１．ふるさと納税について

２．町長の職務代理者について

３．高速バスの運行計画について

吉
よ し の

野　僖
き い ち

一

１．改良土問題と開発に伴う埋立工事について

２．大多喜ダムのその後の経過報告と今後の対応について

３．町長の政策について

４．ふるさと納税感謝券について

根
ね も と

本　年
と し お

生

１．高速バスの件について

２．新婚世帯の家賃補助について

３．大多喜高校の存続について

４．城下散策案内人の育成について

５．女性の職場における活躍を推進する女性活躍推進法の成立について

一般質問は、町政全般にわたり、議員が

町当局に対して、執行状況や政策方針等

を質
ただ

すものです。



高
速
バ
ス
の
補
助
金
は
青
天
井
か

町
　
長

青
天
井
に
補
助
金
を
出
す
つ
も
り
は

な
い

保
育
料
や
給
食
費
等
の
軽
減
を
！

町
　
長

見
通
し
が
立
っ
た
段
階
で
実
施
し

た
い

野中　眞弓議員

野村　賢一議員

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答
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「
品
川
・
大
多
喜
間

の
直
通
バ
ス
は
空
気

を
運
ん
で
い
る
。」
と
町

民
の
間
か
ら
多
く
聞
か
れ

る
。
運
行
状
況
の
報
告
を

求
め
る
。

企
画
財
政
課
長

12
月
の
利
用
者
は
２

６
０
名
、
１
月
の
利
用
者

は
５
５
１
名
で
合
計
８
１

１
名
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
た
。
大
多
喜
町
か
ら
の

利
用
者
は
当
初
の
予
定
よ

り
も
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
品
川
、
羽
田
空
港
か

ら
の
利
用
者
が
予
定
よ
り

少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
周
知
不
足
、
東

京
圏
の
方
へ
の
宣
伝
不
足

及
び
関
係
者
と
の
協
議
不

足
が
原
因
と
推
測
し
て
い

る
。
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
黒
字
化
を
目
指
し
一

人
で
も
多
い
利
用
者
の
増

加
を
図
り
た
い
。

宣
伝
や
協
議
不
足
と

い
う
が
、
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

段
階
的
に
利
用
者
を

増
や
し
５
年
目
に
は
黒
字

化
し
た
い
。
こ
れ
か
ら

色
々
な
面
で
対
策
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

当
初
の
計
画
で
は
赤

字
補
填
の
補
助
金
は

４
年
間
で
９
８
４
６
万
円

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
、

新
た
に
５
５
３
９
万
円
追

加
さ
れ
４
年
間
で
１
億
５

３
８
５
万
円
に
ふ
く
ら
ん

だ
。
高
速
バ
ス
運
行
の
赤

字
補
填
や
補
助
金
は
青
天

井
な
の
か
。

町
長

若
い
世
代
の
定
住
化

に
は
必
ず
成
功
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で
あ

り
、
補
助
金
を
全
て
使
う

と
い
う
考
え
は
な
い
。
１

日
で
も
早
い
黒
字
化
に
向

け
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
青
天
井
に

補
助
金
を
出
す
つ
も
り
は

な
い
。黒

字
化
の
可
否
は
５

年
経
た
な
く
て
も
わ

か
る
は
ず
。
黒
字
の
見
込

み
が
な
け
れ
ば
早
期
撤
退

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

か
。

企
画
財
政
課
長

当
面
は
、
早
く
黒
字

化
を
達
成
で
き
る
よ
う
に

努
め
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
使

い
少
子
化
対
策
と
し

て
保
育
料
や
給
食
費
等
の

軽
減
を
実
施
で
き
な
い

か
。

町
長

少
子
化
対
策
、
定
住

化
対
策
は
町
と
し
て
も
積

極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
た

め
、
見
通
し
が
立
っ
た
段

階
で
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
保
育
料
や
給

食
費
の
軽
減
に
は
持
続
可

能
な
財
源
が
必
要
と
な
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
基
金
で

は
な
く
、
持
続
可
能
な
財

源
の
見
通
し
が
つ
い
た
段

階
で
実
行
に
移
し
た
い
。

中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
、
す
で
に
検
討

す
る
と
し
て
い
る
が
、
現

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
課
長

学
級
生
徒
数
20
人
を

下
回
る
時
期
を
目
安
に
町

内
１
校
に
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
提
言
を
受
け
て

い
る
。
西
中
学
校
は
４
月

か
ら
３
学
年
全
て
で
学
級

生
徒
数
が
20
人
を
下
回
る

た
め
、
今
回
実
施
し
た
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
や
地
域
の

皆
様
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
統
合
の
是
非

や
時
期
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

一
番
大
切
な
の
は
生

徒
で
あ
る
。
現
状
で

は
人
数
が
少
な
く
部
活
動

も
あ
ま
り
で
き
て
い
な

い
。
生
徒
の
こ
と
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
一
刻
も
早

く
統
合
に
向
け
て
動
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

生
徒
が
大
勢
の
中
で

学
習
や
部
活
動
な
ど
様
々

な
活
動
を
体
験
し
得
ら
れ

る
力
は
大
き
い
と
考
え

る
。
今
回
、
保
護
者
に
中

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
結
果
を

見
て
、
さ
ら
に
は
地
域
住

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
進
め
て
い
き
た

い
。



「
軽
」
の
救
急
車
の
導
入
を
！

総
務
課
長

一
つ
の
意
見
と
し
て
承
り
た
い

災
害
対
策
本
部
全
体
で
防
災
訓
練
を

総
務
課
長

直
ち
に
大
規
模
な
訓
練
を
行
う
こ

と
は
難
し
い

山田　久子議員

小髙　芳一議員

問問

問

問

問

問問

問

問

答答

答

答答

答

答

答

答
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救
急
車
の
年
間
出
動

回
数
と
１
回
に
つ
き

２
名
以
上
の
一
般
搬
送
回

数
は
何
回
あ
る
の
か
。

総
務
課
長

平
成
27
年
の
デ
ー
タ

で
は
５
３
８
回
中
13
件
が

２
名
以
上
で
あ
る
。

救
急
車
が
進
入
で
き

な
い
地
域
は
何
処
が

あ
る
の
か
。
対
象
件
数
は

何
件
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

総
務
課
長

町
内
で
９
カ
所
、
対

象
件
数
は
46
戸
、
場
所
は

伊
藤
、
中
野
、
堀
切
、
宇

筒
原
、
小
田
代
、
小
倉
野
、

泉
水
、
板
谷
２
カ
所
で
あ

る
。

町
道
の
改
良
率
は
、

平
成
25
年
度
末
で
５

８
．
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
道
路
改
良
率
と
は
な

に
か
。建

設
課
長

町
道
全
体
に
対
す
る

幅
員
が
３
メ
ー
ト
ル
以
上

の
改
良
さ
れ
た
道
路
の
割

合
で
あ
る
。

町
道
の
拡
幅
は
考
え

て
い
る
の
か
。
町
が

主
導
で
改
良
を
進
め
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

建
設
課
長

区
か
ら
の
意
向
に
よ

り
町
民
の
皆
様
と
話
を
し
、

町
と
地
域
が
連
携
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
に
伴
い
救
急

車
の
出
動
回
数
の
増

が
考
え
ら
れ
る
。
狭
い
道

路
が
多
い
本
町
で
は「
軽
」

の
救
急
車
の
導
入
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

救
急
業
務
に
関
し
て

は
夷
隅
郡
市
の
２
市
２
町

の
広
域
行
政
で
進
め
て
お

り
、
大
多
喜
町
が
導
入
す

る
か
答
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
一
つ
の
意
見

と
し
て
承
り
た
い
。

河
川
の
流
木
等
や
道

路
へ
の
樹
木
等
の
自

然
災
害
の
復
旧
・
減
災
・

予
防
対
策
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
用
い
た
基
金
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。

町
長

災
害
と
い
う
の
は
規

模
も
あ
る
が
一
つ
の
基
金

で
は
賄
え
な
い
と
考
え
る
。

防
災
訓
練
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
毎
年
の

恒
例
行
事
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
訓
練
に
な
っ
て

い
る
の
か
危
機
感
を
持
っ

て
い
る
。

　

災
害
が
起
き
た
時
に
災

害
対
策
本
部
が
重
要
に
な

る
。
災
害
対
策
本
部
が
機

能
し
、有
事
の
際
に
指
示
、

命
令
、
行
動
が
で
き
る
よ

う
防
災
訓
練
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

こ
れ
ま
で
は
警
察
、

消
防
を
含
め
た
災
害
対
策

本
部
の
訓
練
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
情
報
を
一
元
化

し
関
係
機
関
で
共
有
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

直
ち
に
大
規
模
な
訓
練
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
が
、

よ
り
実
践
的
な
防
災
訓
練

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

当
初
の
計
画
で
は
庁

舎
を
建
築
す
る
際
に

非
常
用
電
源
を
設
置
す
る

計
画
だ
っ
た
が
な
ぜ
見
送

り
を
し
た
の
か
。

総
務
課
長

当
初
見
込
ん
だ

建
設
費
よ
り
も
８
千

万
円
ほ
ど
高
く
な
る

見
込
み
だ
っ
た
た

め
、
見
送
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
今
回

の
３
月
会
議
で
補
正

予
算
を
提
出
し
て
い

る
た
め
、
年
内
に
設

置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
の
使
途
は
高
速
バ

ス
運
行
、
面
白
峡
遊
歩
道

と
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
基
金

化
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
積
み
立
て
た
寄
附
金

は
、
そ
の
ま
ま
ふ
る
さ
と

基
金
で
管
理
し
て
い
る

が
、
別
の
基
金
に
積
み
立

て
適
正
に
管
理
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
た
め
、
今

年
度
の
決
算
状
況
、
ふ
る

さ
と
納
税
額
の
推
移
を
見

て
町
長
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。



大
塚
山
の
整
備
に
支
援
を

産
業
振
興

課
　
　
長

維
持
管
理
は
地
元
だ
が
材
料
費
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る

城
見
ヶ
丘
団
地
の
未
売
却
地
に
つ
い
て

建
設
課
長

引
き
続
き
販
売
努
力
を
し
た
い

渡辺　泰宣議員

麻生　勇議員

問

問

問問

問

問

答

答

答

答

答

答
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大
塚
山
の
整
備
に
つ

い
て
精
力
的
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

が
高
齢
に
な
り
維
持
管
理

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

前
回
の
一
般
質
問
で
は

地
元
で
維
持
管
理
を
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
観
光
客
が

多
く
来
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
町
で
整
備
に
対
し
て

支
援
を
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

大
塚
山
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
地
元
の
三
条

区
で
管
理
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

本
年
度
は
万
葉
集
の
和

歌
を
書
い
た
看
板
の
材
料

費
を
提
供
し
た
ほ
か
、
中

野
駅
、
大
塚
山
、
西
畑
駅

に
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

案
内
看
板
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

ま
た
平
成
28
年
度
は
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
マ
ッ

プ
を
作
製
予
定
で
あ
る
。

高
速
バ
ス
に
つ
い
て

ゴ
ル
フ
客
に
優
待
制

度
が
あ
る
と
き
い
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の

か
。

企
画
財
政
課
長

高
速
バ
ス
の
利
用
増

大
対
策
事
業
と
し
て
、
団

体
利
用
補
助
金
と
し
て
10

名
以
上
で
団
体
利
用
す
る

方
に
対
し
一
人
当
た
り
４

０
０
円
以
内
と
定
め
て
い

る
。

　

利
用
状
況
と
し
て
は
２

月
末
ま
で
に
利
用
さ
れ
た

団
体
は
な
い
が
、
３
月
に

１
団
体
見
込
ま
れ
て
い
る
。

地
方
創
生
先
行
型
で

実
施
し
て
い
る
小
さ

な
拠
点
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
で
会
合
を

行
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長

市
川
区
、
中
野
新
町

区
、
中
野
本
村
区
、
堀
切

区
か
ら
各
２
名
、
伊
保
田

区
、
板
谷
区
、
三
条
区
、

田
代
区
、
弓
木
区
、
紙
敷

区
か
ら
各
１
名
、
中
野
駅

前
振
興
会
、
中
野
商
店
街
、

福
祉
関
係
者
、
農
業
関
係

者
、
小
湊
鐡
道
関
係
者
、

い
す
み
鉄
道
関
係
者
に
選

出
依
頼
を
し
、
22
名
の
検

討
委
員
で
行
っ
て
い
る
。

城
見
ヶ
丘
団
地
の
未

売
却
地
に
ふ
る
さ
と

基
金
を
活
用
し
住
宅
を
建

設
し
貸
し
出
す
。
ま
た
、

売
却
の
場
合
は
長
期
返
済

計
画
を
組
み
、
対
応
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

建
設
課
長

城
見
ヶ
丘
団
地
は
現

在
９
区
画
残
っ
て
い
る
が
、

土
地
を
売
却
す
る
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
品
川
・
羽

田
・
大
多
喜
間
の
高
速
バ

ス
も
運
行
し
条
件
が
良
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
引
き
続

き
販
売
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
利
用
し
住
宅
を
建
設
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
策
と

し
て
承
り
た
い
。

世
帯
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
織
し
、
若
者

が
安
心
し
て
住
め
る
よ
う

な
企
画
を
立
て
て
は
ど
う

か
。

企
画
財
政
課
長

人
口
の
定
住
化
に
は
、

地
方
創
生
で
実
施
し
て
い

る
ソ
フ
ト
事
業
だ
け
で
は

難
し
い
問
題
も
あ
る
。
定

住
化
に
は
行
政
だ
け
で
な

く
産

※

官
学
金
労
言
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
方
と
協
働

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

４
月
３
日
に
渡
辺
正

行
氏
が
コ
ン
ト
大
会

を
開
催
さ
れ
る
予
定
で
私

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
渡
辺
正
行
氏

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

城
見
ヶ
丘
団
地
を
町
外
に

広
く
募
集
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
素
晴
ら
し
い
町
お
こ

し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

限
ら
ず
婚
活
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
面
で
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
人
口
減
少
を
止
め

て
い
き
た
い
。

※
産
官
学
金
労
言
と
は

　

産
業
界
・
町
や
国
の
行

政
機
関
・
教
育
機
関
・
金

融
機
関
・
労
働
団
体
・
メ

デ
ィ
ア
の
こ
と
。



ふ
る
さ
と
感
謝
券
に
つ
い
て

企
画
財
政

課
　
　
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
逸
脱
し

な
い
よ
う
に
改
善
を
図
っ
た

改
良
土
を
町
条
例
で
規
制
で
き
な
い
か

環
境
水
道

課
　
　
長

規
制
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

吉野　一男議員

ふるさと感謝券の見本

吉野　僖一議員

問

問問

問

問

問

問

答

答

答

答答

答

答
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ふ
る
さ
と
納
税
が
多

く
入
っ
た
こ
と
で
地

方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

企
画
財
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄

附
金
で
あ
る
た
め
普
通
交

付
税
の
収
入
に
加
算
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
が
、
需
要

の
中
に
地
域
経
済
・
雇
用

対
策
費
と
い
う
項
目
が
あ

り
、
経
常
態
様
補
正
係
数

と
し
て
使
用
さ
れ
、
仮
に

寄
附
金
16
億
円
で
計
算
す

る
と
１
７
４
万
４
千
円
減

額
に
な
る
。

ふ
る
さ
と
感
謝
券
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

転
売
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
相

次
い
で
い
る
。
総
務
省
は

地
域
振
興
の
趣
旨
か
ら
外

れ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、

町
と
し
て
の
対
応
を
伺
い

た
い
。企

画
財
政
課
長

町
の
ふ
る
さ
と
感
謝

券
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

か
ら
、
換
金
性
が
高
い
こ

と
や
町
の
特
産
品
以
外
の

物
が
購
入
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
助
言
を
受
け
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
逸

脱
し
な
い
よ
う
に
改
善
を

図
っ
た
。
転
売
禁
止
の
注

意
事
項
を
記
載
し
、
感
謝

券
の
返
礼
割
合
を
７
割
か

ら
６
割
に
引
き
下
げ
、
上

限
を
６
万
円
と
し
た
。

町
長
が
４
日
間
不
在

に
し
、
海
外
へ
行
っ

て
い
た
が
、
な
ぜ
職
務
代

理
者
を
置
か
な
か
っ
た
の

か
。

総
務
課
長

今
回
の
不
在
期
間
は

４
日
間
で
こ
の
う
ち
休
日

が
２
日
間
あ
り
、
不
在
期

間
が
短
く
、
ま
た
、
旅
行

先
が
台
湾
と
い
う
こ
と
で

携
帯
電
話
等
に
よ
る
通
信

も
十
分
に
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
事
故
が
あ
る

と
き
」
に
該
当
し
な
い
と

判
断
し
、
職
務
代
理
者
を

置
か
な
か
っ
た

改
良
土
埋
立
て
問
題

に
つ
い
て
久
我
原
地

先
の
そ
の
後
の
経
過
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

産
業
振
興
課
長

県
の
夷
隅
農
業
事
務

所
と
協
議
し
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
。
町
と

し
て
も
現
地
を
調
査
し
た

結
果
、
農
地
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
り
、
目
立
っ
た
異

状
は
な
い
。
今
後
も
関
係

機
関
と
協
議
し
注
視
し
て

い
き
た
い
。

板
谷
地
先
の
林
地
開

発
行
為
に
つ
い
て
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

産
業
振
興
課
長

昨
年
に
開
発
業
者
と

地
権
者
、
町
建
設
課
に
よ

る
境
界
確
定
の
立
会
い
い

を
行
っ
た
が
、
赤
道
を
挟

む
よ
う
に
板
谷
区
の
共
有

地
が
あ
り
、
そ
の
土
地
を

含
む
境
界
の
確
定
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
事
業
が
進
ん

で
い
な
い
。

今
後
、
町
の
条
例
で

改
良
土
を
規
制
す
る

考
え
は
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長

土
砂
等
の
埋
立
て
区

域
の
面
積
が
３
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
は
県
の
条

例
、
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
は
町
の
条
例
で
規
制

し
て
い
る
。

　

現
在
の
条
例
で
は
改
良

土
は
規
制
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
３
千
平
方

メ
ー
ト
ル
と
い
う
条
件
の

適
用
除
外
を
受
け
、
町
条

例
で
改
良
土
の
規
制
が
で

き
る
よ
う
に
事
務
処
理
を

進
め
て
い
る
段
階
で
あ

る
。

協
働
の
町
づ
く
り
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

企
画
財
政
課
長

人
口
減
少
が
進
み
、

行
政
主
導
の
町
づ
く
り
は

限
界
を
迎
え
る
た
め
、
住

民
参
加
や
協
働
で
の
町
づ

く
り
の
重
要
性
が
増
し
て

く
る
。

　

今
ま
で
も
町
民
の
皆
様

に
は
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
地
域
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
町
民
と
行
政
と
の
協

議
を
通
じ
た
政
策
形
成
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。



女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

総
務
課
長

地
方
公
務
員
法
に
配
慮
し
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

根本　年生議員

研修を受けている様子

問

問問

問

答

答

答答
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早
期
に
退
職
す
る
女

性
職
員
が
多
く
50
代

の
一
般
行
政
職
の
女
性
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
優
秀

な
人
材
を
失
う
こ
と
は
町

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で

あ
る
。
活
気
の
あ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
女
性

活
躍
推
進
法
を
適
用
し
て

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
女
性
の
活
躍
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

女
性
が
活
躍
す
る
職

場
は
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
平
等
の
取
扱
い

や
成
績
主
義
な
ど
に
配
慮

し
て
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

結
婚
し
た
時
に
転
出

す
る
の
か
留
ま
る
の

か
迷
う
人
が
多
い
と
思
う
。

そ
の
際
と
り
あ
え
ず
町
の

ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
も

ら
う
た
め
新
婚
世
帯
家
賃

補
助
制
度
を
設
け
て
は
ど

う
か
。企

画
財
政
課
長

一
時
的
な
補
助
で
は

効
果
が
薄
く
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
効
果
的
な

事
業
と
す
る
に
は
継
続
的

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、

財
源
の
確
保
も
必
要
で
あ

る
た
め
関
係
課
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

大
多
喜
高
校
が
定
員

割
れ
の
状
況
で
あ
る
。

定
員
割
れ
が
続
く
と
統
合

に
よ
り
な
く
な
る
危
険
性

が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
が

如
何
か
。

町
長

町
と
し
て
も
支
援
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
校
長

や
進
路
指
導
担
当
と
話
を

し
て
い
る
。
大
多
喜
高
校

を
何
と
し
て
も
守
る
と
い

う
強
い
決
意
で
支
援
す
る
。

城
下
町
案
内
希
望
者

が
急
増
し
て
い
る
。

観
光
客
を
も
て
な
す
た
め

案
内
人
の
方
々
は
頑
張
っ

て
い
る
が
そ
の
人
数
が
足

り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
養
成
講
座
の
参

加
者
の
中
か
ら
、
一
日
も

早
く
案
内
人
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
が
育
つ

よ
う
、
今
後
も
工
夫
し
て

い
き
た
い
。

　

平
成
28
年
２
月
５
日
、
夷
隅

郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
会
が
、
大
多
喜
町
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
株
式
会
社
ぎ
ょ

う
せ
い
の
原
田
謙
氏
を
講
師
に

招
き
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
御

宿
町
・
大
多
喜
町
の
議
会
議
員

及
び
幹
部
職
員
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
平
成
28
年

か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
含
め
た
制
度
の
説
明
と
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

制
度
の
利
用
拡
大
が
予
定
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
大
多

喜
町
民
は
も
と
よ
り
日
本
全
国

で
関
心
の
高
い
制
度
で
あ
り
、

議
員
と
し
て
も
よ
く
理
解
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で

す
。

　

今
回
の
研
修
で
新
し
い
制
度

の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

議
員
と
し
て
学
ぶ
こ
と
の
必
要

性
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

夷隅郡町村議会議長会議員研修会 開催 議会活動報告



▲講師の小河直之先生 ▲真剣に受講する参加者の皆さん
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みんなの
年 金 国民年金保険料「後納制度」について
みんなの
年 金

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納
付することで将来の年金額を増やすことができる

「後納制度」が平成27年10月から３年間限りの特
例として開始されました。
　なお、老齢基礎年金を受給している方などは、
後納制度の利用はできません。後納制度を利用す
るには、申込みが必要です。
　詳しくは、国民年金保険料専用ダイヤルまたは
千葉年金事務所へお問い合わせください。

○問合せ
　国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570-011-050
　千葉年金事務所　　　　　　　☎043-242-6320

大多喜町地域包括支援センターだより 107

◆認知症啓発講演会を行いました◆

　３月５日（土）、大多喜町中央公民館にて「認
知症の方を地域の人たちで支えるために」と題し、
市原鶴岡病院の小河直之先生による講演会を開催
しました。
　小河先生からは、認知症についての説明からは
じまり、暮らしの中での認知症の方への対応方法
について、わかり易く図解を用いてお話いただき
ました。また、認知症の方とその関係者をとりま

く課題に対し、相談窓口や支援制度についてご説
明をいただきました。
　参加者からは「近所にいる認知症の方の症状と、
先生の説明が一緒だったので接し方に自信をもて
るようになった」「自分も家族も認知症になるかも
しれない。認知症の方の症状を理解することの大
切さを知った」などの感想がありました。

　町では、認知症の方を見守るための「認知症サポーター養成講座」を19年度よりスタートし、延べ600
名の方が受講されました。
　地域包括支援センターでは、これからも地域で支え合える関係づくりを目指し取り組んでまいります。

担当　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）　☎82-2168（内線267）



( 保健事業予定表 )

6～ 7月
健康福祉課　保健予防係

）562～362線内（8612-28☎

●申込み・問合せ●  健康カレンダー
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☆子どもの事業☆
行事名 日　時　☆受付時間 場　所 対　象　者

乳幼児相談

6/1

☆9:30～11:00 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成27年5月、
10月、平成28年1月生まれの方には個別に通
知します）

7/6
乳幼児とその保護者（対象月の平成27年6月、
11月、平成28年2月生まれの方には個別に通
知します）

1歳6か月児健診
6/16

☆13:00～13:15
保健センター

平成26年10月1日～平成26年11月30日生まれ
の方

3歳児健診 ☆13:15～13:30 平成24年11月1日～平成24年12月31日生まれ
の方

おひさまキッズ
6/21

13:30～15:30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
子育てのことで相談がある保護者と乳幼児7/19

赤ちゃん計測会 7/22 10:00～11:30 保健センター 生後１～3か月のお子さんとその家族（対象者
の方には個別に通知します）

離乳食教室 6/8 10:00～11:30 保健センター 乳幼児（平成27年7月、8月生まれ）とその保
護者（対象者には個別に通知します）

☆大人の事業☆

行事名 日　時　☆受付時間 場　所 対　象　者　

体力測定会 7/15・29 10:00～12:00 保健センター 詳細は7月号に掲載します

おおたきウォーク♪ 6/21 10:00～12:00 旧総元小学校 ウォーキングを行いたい方（3～4km程度歩き
ます）※雨天中止

☆高齢者の事業☆

行事名 日　時 場　所 対　象　者

からだいきいき塾 6/3・17・
7/8・29 9:30 ～ 11:30

老人福祉センター ※事前に申し込まれている方
大人の脳トレ教室 6/3・10・

17・23 14:00 ～ 16:00

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談）

毎月第 1・第 3木曜日
6/2・16・7/7・21 14:00 ～ 15:30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談 ( 月曜日～金曜日 )
面接相談 ( 毎週水曜日 )

9:00 ～ 17:00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査

毎月第 1・第 3月曜日
6/6・20・7/4 9:30 ～ 11:00 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

【お問い合わせ】
〒 299-5235　勝浦市出水 1224　夷隅健康福祉センター
TEL：73-0145　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp   HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html
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♪今年度は新たに「旧老川小学校」での出前保育が増えました♪

ふれあいセンター

つぐみの森保育園

味の研修館

旧老川小学校
5/10 ㈫・7/5 ㈫・9/6 ㈫・11/8 ㈫・1/17 ㈫

6/7 ㈫・8/2 ㈫・10/4 ㈫・12/6 ㈫・2/14 ㈫

5/17 ㈫・7/12 ㈫・9/13 ㈫・11/15 ㈫・2/7 ㈫

6/21 ㈫・10/18 ㈫・2/21 ㈫

下大多喜100

中野260　☎83-1411

大戸589　☎82-5130

小田代535
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「出前保育」では保育士が「子育てキャラバン隊ピヨちゃん」として、地域の集会場等に伺わ
せて頂き、歌やふれあい遊び、簡単な製作等、楽しい保育を開催します。ご家族どなたでも、
お子さんや、お孫さんと一緒に参加でき、各場所、どの地域の方でも利用可能です。
予約制ではありませんので、是非遊びに来て下さい。

出前保育　月１～２回　　

時　　間　午前１０: ００～１１: ００

　　　　　　『上瀑ふれあいセンター』『総元・味の研修館』
　　　　　　『つぐみの森保育園』『旧老川小学校』

　〇つぐみの森保育園と旧老川小学校は外遊びが可能です。

　〇詳しくは子育て支援課、各保育園までお問合せ下さい。

子 育 て 支 援 課　（82）２１５２
み つ ば 保 育 園　（82）５５３０
つぐみの森保育園　（83）１４１１



　４月14日（木）に、保健センターで行われた３歳児
健診で、むし歯のなかったお子さん５名を紹介します。
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磯野　蒼
そう

馬
ま

 ちゃん（２歳）
（田丁）

（史明さん・涼子さんの長男）

三宅　夏
か

帆
ほ

 ちゃん（１歳）
（松尾）

（健太郎さん・恵理華さんの長女）

（ママからの一言）
乗り物とお姉ちゃん達が大好
き！ 強 く 心 優 し い 男 の 子 に
育ってね。

（ママからの一言）
動物が好きで、見かけると元
気いっぱいに大はしゃぎする
夏帆ちゃん。猫にパンチをさ
れても喜ぶほどの愛猫家♥

（笑）たくさんお友達をつくっ
て、人の気持ちに寄り添える
優しい子になってね。

おめでとう６月生まれ ●誕生日の思い出に（3歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の2か月前までにご連

絡ください。 ☎82-2111

西小学校
６年

君塚　美
み

咲
さき

 さん

西小学校
６年

鎌田　朝
あさ

陽
ひ

 さん

　私の夢は、小学校の先生になることです。今まで担
任してくださった先生は、みんな明るく楽しい先生で
した。私も先生になったら、子どもたちと楽しく過ご
したいです。

　ぼくは、今野球チームに入っています。今はまだ下
手だけど、たくさん練習をして上手くなり、プロ野球
選手になるのが将来の夢です。

船山　奨
しょう

太
た

ちゃん
（横山）

関　瑠
るさい

才ちゃん
（下大多喜）

西尾　綾
あや

音
ね

ちゃん
（猿稲）

君塚　海
かい

斗
と

ちゃん
（市川）

伊嶋　愛
あい

凪
な

ちゃん
（横山）
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町
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教
育
委
員
会
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式

　
　
　

消
防
団
長
辞
令
交
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式

2
日　

さ
く
ら
祭
り

3
日　
ユ
ニ
セ
フ
・
ラ
ブ
ウ
ォ
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ク
IN
大
多
喜

4
日　

み
つ
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保
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園
入
園
式

5
日　

国
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要
望
活
動
（
地
籍
調
査
・

高
速
バ
ス
︶

6
日　

春
の
交
通
安
全
運
動
出
動
式

　
　
　

JA
い
す
み
小
学
生
用
教
材
贈
呈
式

7
日　

西
中
学
校
入
学
式

8
日　

西
小
学
校
入
学
式

　
　
　

慶
応
義
塾
大
学
訪
問

11
日　

品
川
区
役
所
訪
問

13
日　

町
食
生
活
改
善
協
議
会
総
会

14
日  

中
房
総
観
光
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
総
会

15
日　

町
校
長
会
・
教
頭
会
合
同
懇
談
会

17
日　

ム
サ
コ
た
け
の
こ
ま
つ
り

19
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋
セ

ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
総
会

20
日　

議
会
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員
全
員
協
議
会

22
日　

区
長
会
連
合
会
会
議

25
日　

市
町
村
長
会
議

　
　
　

県
庁
訪
問

26
日　

町
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会

27
日　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

第
2
回
管
理
者
副
管
理
者
会
議

28
日　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

29
日　

川
の
手
荒
川
ま
つ
り

千葉県行政書士会長夷支部に
よる無料相談会

日にち　7月17日㈰
時間　10時から16時まで
場所　大多喜老人福祉センター
相談内容

・相続全般
・遺言
・農地法関係手続
・成年後見
・各種許認可申請

　その他、なんでもご相談になっ
てみてください。当日ご来場でき
ない方につきましては、お電話で
のご相談も無料でお受けします。
　また、ご連絡いただければお伺
いもします。
※相談日当日は予約制ではござい

ません。
問合せ　千葉県行政書士会長夷支

部　副支部長　二階堂　高史
　☎0475-44-4622

風しん抗体検査の
無料実施について

　次の①～⑤の全ての要件を満た
す方は、千葉県が委託した病院や
診療所で風しん抗体検査を無料で
受けることができます。（※実施
期間は平成29年3月31日までとな
ります。）
①千葉県内市町村に居住地（千葉
市・船橋市・柏市を除く）を有し
ている、②妊娠を希望する女性（19
歳以下で未婚の方は保護者の同意
が必要です）、③過去に風しん抗
体検査を受けたことがない、④過
去に風しん予防接種をうけたこと
がない、⑤過去に風しんにかかっ
たことがない

※詳しくは、千葉県ホームペー
ジ（URL:http//www.pref.chiba.
lg.jp）をご覧ください。

平成28年度
「かむ子・のびる子・元気な子」
料理コンクールの実施

　外食の機会の増加や加工食品へ
の依存の増加など食生活が多様化
する中で、幼児期からの規則正し
い食生活と丈夫な歯でゆっくりか
むことへの習慣づくりを奨めるた
め「健康かみかみ弁当」の作品を募
集し、優秀なものを選びこれを普
及します。
応募資格　千葉県内に在住・在勤・

在学されている方、コンクー
ル当日（11/20）に参加可能な方

応募方法　所定の応募用紙にお
弁当2人分の献立を記入のうえ、
自分で作ったお弁当１個分の
写真を添えて応募してくださ
い。

締切り　9月16日㈮
主催　千葉県歯科衛生士会
※問合せは FAX で千葉県歯科衛

生士会
　【FAX】043-241-9903
　【H P】http://www.chiba-dha.net　

「不法電波はいけません」

　総務省では、6月1日から10日ま
でを「電波利用環境保護周知啓発
強化期間」として、電波を正しく
利用していただくための周知・啓
発活動及び不法無線局の取締りを
強化します。
　電波は暮らしの中で欠かせない
大切なものです。電波のルールは
みんなで守りましょう。

問合せ　
　関東総合通信局

不法無線局による混信・妨害　
☎03-6238-1939／テレビ・ラジ
オの受信障害
☎03-6238-1945／地上デジタル
テレビ放送の受信相談
☎03-6238-1944

善意の心を
ありがとうございます

≪大多喜町ふるさとづくり寄附金
（4月分）≫
・申込件数　1,029件
・申込金額　68,418,000円
・なお、ホームページには寄附を

公表してもよいという方の氏
名を掲載しています。こちら
もご覧ください。

≪熊本地震災害義援金≫
渡辺健二様・手島弘敬様
村野豊様・森利道様・鈴木政雄様
川畑筍出荷組合様・金森敬様
小高慶二様・小高登代様

（有）横堀モータース様
下飯和美様・君塚嗣雄様
大多喜町民生委員児童委員協議会様
中村光江様・西部田区様
小梛隆司様・岩瀬勝司様
黒川由太郎様・麻生弥様
麻生喜弘様・匿名（12名）
老川出張所募金箱
西畑出張所募金箱
大多喜町役場募金箱
大多喜町社会福祉協議会募金箱
※この他に郵便局などから直接送

金された方もいます。
≪東日本大震災義援金≫
コレット商事（有）
取締役　岩瀬秀子
　　　　お客様201名　様



｝

相続登記はお済みですか！
相談無料　　　土日祝日ＯＫ
TEL　０４７０－６２－５２８６
FAX　０４７０－６２－５２８７
大多喜町西部田１０６番地

千葉司法書士会会員
司法書士　江沢正明事務所
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男性のための料理教室
参加者募集

　食は人生の核の１つ。食べるこ
とは生きることの喜びであり、作
ることは生涯の趣味にもなり得ま
す。「男子厨房に入るべからず」は
もう古いです！どんどん厨房に入
り、料理を作って楽しみましょう
♪
対象　町内在住の男性の方
日時　７月14日㈭10時から13時まで
場所　中央公民館
参加費　500円
申込締切り　７月１日㈮
　申込みは、各地区の食生活改善

会員、もしくは役場健康福祉
課までお願いいたします。

主催：大多喜町食生活改善協議会
問合せ　健康福祉課　保健予防係　

☎82-2168

5～6月県民の森行事予定

『梅収穫体験』
日にち　5月28日㈯、6月4日㈯、6

月11日㈯
時間　9時30分から11時30分まで
（雨天中止）

実施内容　梅果実の収穫を体験する
募集人員　各10名
参加費　500円

『下駄教室』
日にち　6月18日㈯
時間　9時30分から11時30分まで

実施内容　手作りの下駄を制作する
募集人員　10名
参加費　1500円
問合せ　大多喜県民の森管理事務

所　☎82－3110 

第1回歴史研究講座

日にち　6月11日㈯
時間　13時30分から15時まで
場所　中央公民館研修室
演題　「真田氏と本多家」
講師　丸島和洋先生　国文学研究

資料館助教
　NHK 大河ドラマ「真田丸」の時

代考証担当者
受講料　1,000円（会員は無料）
問合せ　上総大多喜城立葵の会
　事務局　☎82-2196

献血の実施について

日にち　6月5日（日）
場所　おおたきショッピングセン

ター・オリブ
受付時間　10時から11時45分およ

13時から16時まで
問合せ　千葉県赤十字血液センター　

☎043-241-8332

シニア従業員のお仕事説明会
in大多喜

　大多喜町と協定を結び、高齢者
の見守りや雇用促進などを推進す
るセブン－イレブンが、いすみ・
勝浦・大多喜・御宿の４市町合同
で仕事説明会を開催します。
日時　6月17日（金）13時から15時

まで
会場　大多喜町中央公民館ホール
費用　無料
対象　おおむね60歳以上のシニア

の方（年齢制限なし）
定員　40名
申込み　産業振興課　商工観光係　

☎82-2176

≪みんなの味方　
住宅用火災警報器≫

　住宅用火災警報器の設置が義務
付けられ10年が経過しました。
　警報器が設置されて以降、火災
の死者は減少しています。
　家族の身を守るだけでなく、周
囲にも早期に知らせることができ
ますので、まだ設置されていな
いご家庭はお早く設置しましょ
う！！
全国統一防火標語
「消しましょう　その火その時　 
その場所で」　

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事
務組合消防本部予防課　

　☎80－0132

「地元の踊りをみんなで踊る会」
練習日定

日時
6月11日㈯　
6月21日㈫　
7月 2日㈯　　
7月19日㈫
7月30日㈯
8月27日㈯

練習場所
　農村コミュニティーセンター
　お誘い合わせのうえご参加くだ

さい。
　はじめての方は事前に練習日を

設けます。ご連絡ください。
問合せ　柴崎　☎83-1063

19時30分から
21時まで



新譜紹介 おはなし会・えいが会

・【CD】
・超いきものばかり
　～てんねん記念メンバーズBESTセレクション～
 いきものがかり　演奏
・DEBUT AGAIN 大滝　詠一　演奏
・ナッシング・ハズ・チェンジド
　　～オールタイム・グレイテスト・ヒッツ
 デヴィッド・ボウイ　演奏

日時：6月19日（日）
　　　午前10時30分から(おはなし会)・
　　　午後2時から(えいが会)　

場所：大多喜図書館
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・九十九藤（つづらふじ）
� 　　西條　奈加　著　

・同じ夢を見ていた
� 住野　よる　著

・死んでいない者�滝口　悠生　著�

・戦場のコックたち
� 深緑　野分　著

・異類婚姻譚� 本谷　有希　著

若冲
� 澤田　瞳子　著��

　世に二つとない絵を描く画人、

その名は伊藤若冲。池大雅、円山

応挙、与謝蕪村、谷文晁、市川君

圭…絵師たちの運命が京の都で交

錯する。『オール讀物』掲載作品

を単行本化。

町立図書館
天賞文庫だより
☎82－2459

6月の休館日
6日・13日・20日・
27日・30日
 （図書整理日）
※祝日は開館していま
すのでご利用ください
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6月 水無月
み な づ き

June

1 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター体育館 （可燃）

2 木 （びん）

3 金 （可燃）

4 土

5 日 子ども習字教室　10:00～　中央公民館　
体力・運動能力調査　9：00～　海洋センター体育館

6 月 心配ごと相談(日常生活上の相談）　9:00～12:00　福祉センター （可燃）

7 火 出前保育　10：00～　つぐみの森保育園 （不燃）

8 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター体育館 （可燃）

9 木 （ペット）

10 金 あかちゃんトット（ベビーダンス）　10：00～　つぐみの森保育園 （可燃）

11 土

12 日 （休日受付）

13 月 （可燃）

14 火
あかちゃんトット（ベビーマッサージ）　10：00～　みつば保育園
心配ごと相談（結婚相談、人権相談、行政相談、年金相談、労災・雇用保険相談、
交通事故相談）10:00～15:00　福祉センター

（ペット）

15 水 リズムウォーキング教室　14:00～　海洋センター体育館
にこにこ教室　10:30～11:30　みつば保育園 （可燃）

16 木 （紙類・衣類）

17 金 （可燃）

18 土

19 日 おはなし会　１０：３０～　えいが会　１４：００～図書館
子ども習字教室　10:00～　中央公民館

20 月 (可燃)

21 火 出前保育　10：00～　旧老川小学校 （ペット）

22 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター体育館 （可燃）

23 木 農業委員会　14：00～　大会議室 （缶類）

24 金 ぬくもり給食会　11：30～　福祉センター (可燃)

25 土

26 日

27 月 心配ごと相談(日常生活上の相談）　9:00～12:00　福祉センター （可燃）

28 火 トットくらぶ　9：30～　みつば保育園 （ペット）

29 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター体育館 （可燃）

30 木 （不燃）

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
ペット⇒ペットボトル・食用廃油・ブラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）、
びん⇒飲用できるびん

人口と世帯
平成28年５月1日現在

人　口 9,593人 （－20）
男 4,685人 （－　8）
女 4,908人 （－12）

世帯数 3,833世帯 （－　5）
（　）は、前月比

慶　弔 ( 4月届 )

出　生 2 人
死　亡   8 人

転出入 ( 4月届 )

転　入 18 人
転　出 32 人

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

交通事故発生状況

発生件数 0 件（  6）
死 者 数 0 人（ 0）
傷 者 数 0 人（  9）

　

4月中（人身事故件数）

（　）は、1 月からの累計

火災件数  1 件（ 2）
救急件数 46 件（167）

内訳
7 件（ 16）

19 件（102）
 20 件（ 49）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき 119 ( 4月中 )

（　）は、1 月からの累計

   刑法犯認知件数 (4月中 )

25件（＋5）
県内５４町村中ベスト 8 位

（　）は、前年比
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こども急病電話相談 －２４２－９９３９）
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【
藤�

し
だ
れ
咲
く
】

　
大
多
喜
写
真
同
好
会

　
　
鈴
木
　
由
里
子
さ
ん
（
平
沢
）

　4月29日（金・祝）に下大多喜で、「下大多喜レン
ゲ祭り実行委員会」主催によるレンゲ祭りが開催さ
れ、桃色に染まる田んぼには多くの来場者が訪れ
ました。会場では、新鮮な農産物や地域の魅力を
生かした加工品の販売、大多喜かぐや蓮によるよ
さこいの披露、おたっきーとのじゃんけん大会な
どが催され、大勢の人の笑顔であふれていました。
　都市部と農村部の交流の場としても機能し、地
域活性化を目的としている地域主導の今回のお祭り。実行委
員長の浅野さんは、「都市部から人もきて、地元の特産品も
ＰＲできて大盛況となりました。今後も継続して実施してい
きます！」と力強く話していました。

レンゲ祭りが開催されました
‐下大多喜‐


